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校
友
会
の
「
定
時
総
会
２

０
１
０
」
が
６
月

２６

日

（
土
）
、
正
午
か
ら
東
京
・

九
段
下
の
「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ド
パ
レ
ス
」
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ル
ー
ム
で
開
催
さ
れ
る
。
第

１
部
の
総
会
に
続
き
第
２
部

で
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や

福
引
抽
選
会
を
予
定
。

※
会
費
等
、
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

校
友
会
事
務
局
☎
０３

（
３
２
６
５
）
７
５
７
９

◆
代
議
員
会
は
６
月
１２
日

（
土
）
１５
時
か
ら
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
。

弁
護

み
法鹿

事
務

㈱
ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ジ
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
様

石
巻
専
修
大
学
育
友
会
様

㈶
科
学
技
術
融
合
振
興
財
団
様

北
日
本
海
事
㈱
様

㈱
三
省
堂
書
店
様

シ
ダ
ッ
ク
ス
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
㈱
様

ジ
ョ
ン
ソ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ズ
㈱
様

新
菱
冷
熱
工
業
㈱
様

㈱
ス
エ
ヒ
ロ
フ
ー
ド
サ
プ
ラ
イ
様

㈱
セ
ノ
ン
様

専
修
大
学
育
友
会
様

専
修
大
学
部
課
長
互
助
会
様

東
宝
土
地
㈱
様

邦
光
堂
様

丸
善
㈱
仙
台
支
店
様

み
や
ぎ
登
米
農
業
協
同
組
合
様

㈱
モ
ス
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
東
日
本
様

森
永
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
㈱
様

朝
田

直
人
様

新
井

隆
二
様

泉
田

良
一
様

井
出

幸
彦
様

伊
藤

雅
夫
様

植
村

陞
様

氏
家

貴
善
様

内
田

幸
介
様

大
屋
敷
重
信
様

岡

保
雄
様

岡
田

文
男
様

小
川

淳
史
様

小
澤

亮
平
様

小
山

武
志
様

小
山

裕
章
様

菊
地
孝
四
郎
様

岸
本

昇
様

木
村

勝
美
様

清
澤

華
子
様

古
賀

泰
則
様

小
笹

雅
弘
様

小
林

廣
明
様

小
林

守
様

小
山

俊
郎
様

今
野

健
吾
様

崎
村

信
夫
様

佐
治

資
哲
様

重
村

洋
志
様

菅
野

智
様

鈴
木

輝
雄
様

鈴
木

裕
之
様

髙
松

潔
様

武
田

千
枝
様

田
中

英
雄
様

田
中

裕
様

田
中

博
実
様

田
中

康
夫
様

富
田

和
幸
様

富
山

和
德
様

永
田

至
信
様

中
山

年
樹
様

中
山

泰
志
様

並
木

正
美
様

西

真
秀
様

西
村

康
様

乗
松

未
央
様

馬
場

謙
一
様

濱
田

証
彦
様

濱
野

稔
子
様

林


博
様

平
井

守
様

平
林

剛
様

広
渡

清
吾
様

二
上

良
男
様

前
田

和
瑞
様

増
田

英
敏
様

松
島

孝
雄
様

松
丸

賢
一
様

溝
田

誠
吾
様

道
本

恭
弘
様

宮
内

久
義
様

宮
田

慎
吾
様

宮
田

好
朗
様

百
木
野
一
成
様

桃
野

直
樹
様

森
田

健
人
様

諸
角

弘
様

山
際

一
央
様

山
本

和
光
様

山
本

能
子
様

米
村
み
ゆ
き
様

２
０
０
５
（
平
１７
）
年
４
月
よ
り
広
く
募
集
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
「
創
立
１
３
０
年
記
念
事
業
資
金
募
金
」
が
２

０
１
０
（
平
２２
）
年
３
月
で
終
了
し
、
募
集
期
間
の
５
年
間

に
、
法
人
・
団
体
４
７
６
件
・
５
億
３
９
５
１
万
３
４
８
３

円
、
個
人
５
９
８
７
件
・
４
億
１
５
８
５
万
３
５
９
５
円
、

合
計
６
４
６
３
件
・
９
億
５
５
３
６
万
７
０
７
８
円
の
浄
財

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ご
賛
同
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
ご

芳
名
を
１
３
０
年
記
念
館
（
生
田
１０
号
館
）
に
銘
板
を
設
置

し
、
末
永
く
顕
彰
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

本
年
４
月
か
ら
は
新
た
に
「
教
育
研
究
振
興
協
力
資
金
募

金
」
と
し
て
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

寄
付
金
の
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
「
専
修
大
学

募
金
局
【
☎
０３
（
３
２
６
５
）
３
１
５
７
】
へ
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

４
月
２９
日
付
で
平
成
２２
年

春
の
叙
勲
受
章
者
お
よ
び
第

１４
回
（
平
成
２２
年
春
）
危
険

業
務
従
事
者
叙
勲
受
章
者
が

発
表
さ
れ
た
。
専
修
大
学
関

係
者
の
受
章
は
次
の
通
り
。

☆
春
の
叙
勲

◇
瑞
宝
小
綬
章

鈴
木

忠
榮
氏
（
す
ず
き
・

た
だ
え
∥
昭
３９
法
）

☆
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

◇
瑞
宝
双
光
章

吉
澤

一
彦
氏
（
よ
し
ざ
わ

・
か
ず
ひ
こ
∥
昭
４９
法
）

深
澤

政
富
氏
（
ふ
か
ざ
わ

・
ま
さ
と
み
∥
昭
４２
法
）

土
曜
深
夜
の
「
め

会フ上
達
法
な
ど
「
若
手
社
員
が

す
ぐ
に
使
え
る
」
情
報
を
楽

し
く
伝
え
る
番
組
。
若
者
向

け
番
組
を
数
多
く
手
掛
け
て

き
た
経
験
を
生
か
し
、
番
組

組
を
仕
上
げ
る
。「
漠
然
と
し

て
い
た
イ
メ
ー
ジ
が
、
人
の

思
い
を
集
め
て
具
体
的
な
カ

タ
チ
に
な
っ
て
い
く
過
程

だ
い

ご

み

に
、
制
作
の
醍
醐
味
を
感
じ

ま
す
」。

「
大
学
で
映
画

を
撮
り
た
い
」
と

い
う
思
い
を
抱

き
、
迷
わ
ず
映
画

研
究
同
好
会
に
。

先
輩
に
は
「
ぴ
あ

フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
で
入

選
し
、
現
在
は
監

督
・
演
出
家
と
し

て
活
躍
す
る
小
松

隆
志
さ
ん
が
い

た
。「
生
田
の
部
室

で
映
画
論
や
文
学

時
間
を
割
い
て
ま
で
手
助
け

し
て
く
れ
る
、
温
か
い
仲
間

た
ち
が
い
ま
し
た
」。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集
「
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
」
シ
リ
ー
ズ
に
魅
了
さ

れ
３
年
次
の
夏
、
中
国
最
西

端
の
カ
シ
ュ
ガ
ル
地
方
に
８

㍉
カ
メ
ラ
を
携
え
て
一
人
旅

を
し
た
。
人
々
の
日
常
を
撮

り
な
が
ら
、
や
り
た
い
こ
と

の
方
向
性
が
見
え
た
。

面
接
試
験
で
は
、
こ
れ
ま

で
見
て
き
た
テ
レ
ビ
番
組
を

話
す
う
ち
に
、
自
然
に
言
葉

が
熱
を
帯
び
、
テ
レ
ビ
へ
の

熱
い
思
い
を
再
確
認
し
た
。

初
任
地
は
盛
岡
放
送
局
。
東

京
の
番
組
制
作
局
で
は
「
真

剣
十
代
し
ゃ
べ
り
場
」
な
ど

を
担
当
。
福
岡
放
送
局
で
は

授
（
現
名
誉
教
授
）
か
ら
は

「
時
代
の
節
目
を
凝
視
せ

よ
」
と
教
わ
っ
た
。
マ
ス
コ

ミ
を
目
指
す
学
生
が
就
職
課

に
自
主
的
に
集
ま
っ
て
開
い

て
い
た
勉
強
会
で
は
、
作
文

を
批
評
し
合
っ
た
。

「
高
い
意
識
の
仲
間
と
語

り
合
っ
た
濃
密
な
時
間
が
、

『
私
』を
つ
く
っ
て
く
れ
た
。

大
学
と
は
『
人
』
を
つ
く
る

場
だ
と
思
う
」と
振
り
返
る
。

「
ふ
つ
う
の
家
族
の
何
げ

な
い
日
常
を
静
か
に
見
つ
め

る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
撮

っ
て
み
た
い
」
。
今
後
の
夢

を
優
し
い
表
情
で
語
っ
た
。

（
※
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
Ｔ
Ｖ
で
午
前
０

時
１５
分
～
／
中
部
地
区
は
総
合
Ｔ

Ｖ
金
曜
２２
時
か
ら
）

建
の
努

で
、

テ
ィ

う
こ

特
殊

史
―

の
専

江
雅

生
田

れ
て第

２０１０年１月１日～２０１０年３月３１日

▲ 今年度第１回の講義で学生に

語りかける日髙学長

教養特殊講義で

日髙学長が講義

６
月
２６
日
（
土
）東
京
・
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
で

－仲間と語り合った時間が「人」をつく

Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋
放
送
局
制
作
部

専
任
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

お

が
わ

ひ
ろ

も
と

小
川

浩
基
さ
ん

（
平
元
法
）

（６）２０１０年（平成２２年）５月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４７６号
社
の
星
（
※
）
」

ィ
ス
整
理
術
、
ス
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学

位

取

得

士
の
正
込
氏
が
「
あ
ま

律
事
務
所
」
所
長
に

児
島
県
奄
美
市
の
公
設

所
「
あ
ま
み
法
律
事
務

所
」
の
初
代
所
長
に
弁
護
士

し
ょ
う

ご
も
り

の
正
込
健
一
朗
さ
ん
（
平
１９

法
科
大
学
院
修
了
）
が
就
任

し
た
。

藤
田
寛
之
さ
ん
が
プ
ロ

９
勝
目

藤
田
寛
之
さ
ん
（
平
５
経

済
・
ゴ
ル
フ
部
）
が
４
月
２２

～
２５
日
、
兵
庫
県
・
山
の
原

Ｇ
Ｃ
で
行
わ
れ
た
「
つ
る
や

オ
ー
プ
ン
」
で
優
勝
、
ツ
ア

ー
通
算
９
勝
目
を
あ
げ
た
。

〈
２
７
会
総
会
〉

▽
６
月
１８
日
（
金
）
１１
時
開

会
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号

館
１５
階
「
報
恩
の
間
」

長

谷
川
冨
士
雄
氏
�
０３
（
３
７

１
７
）
５
２
６
７

高
橋
義
仁
商
学
部
准
教
授

∥
写
真
が
、
１
月
２５
日
付
で

早
稲
田
大
学
か
ら
博
士
（
学

術
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ

た
。
学
位
論
文
名
は
「
創
薬

研
究
開
発
の
成
功
要
因
に
関

す
る
研
究
―
Ｒ
＆
Ｄ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
・
モ
デ
ル
の
導
出

―
」石

川
和
男
商
学
部
教
授
∥

写
真
が
、
３
月
２５
日
付
で
東

北
大
学
か
ら
博
士（
経
営
学
）

の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
。
学

位
論
文
名
は
「
わ
が
国
自
動

車
流
通
の
史
的
展
開
」。

ざ
せ
！

は
、
オ

ピ
ー
チ

の
立
ち
上
げ
か
ら
担
当
し
て

い
る
。
現
在
は
番
組
の
管
理

進
行
役
・
デ
ス
ク
と
し
て
番

論
を
遅
く
ま
で
語
り
合
っ
て

い
ま
し
た
。『
撮
り
た
い
』
と

言
い
出
し
た
人
に
は
自
分
の

「
新
ア
ジ
ア
発
見
」を
取
材
・

制
作
し
た
。

ゼ
ミ
指
導
の
福
島
新
吾
教

学
の
理
念
や
先
人
た
ち

力
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と

学
生
た
ち
に
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
ー
を
持
っ
て
も
ら

と
な
ど
を
目
的
に
教
養

講
義
「
専
修
大
学
の
歴

日
本
の
近
現
代
史
の
中

修
大
学
」
（
担
当
‥
永

和
経
済
学
部
教
授
）
が

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
講
さ

い
る
。

１
回
は
日
髙
義
博
学
長

が
「
建
学
の
精
神
と
大
学
の

未
来
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
を

行
い
、
約
１
４
０
人
が
受
講

し
た
。
後
期
は
二
部
の
授
業

と
し
て
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
講
さ
れ
る
。

「
専
修
大
学
史
紀
要
」第
２
号
を
発
刊

大
学
史
資
料
課
は
、
こ
の

ほ
ど「
専
修
大
学
史
紀
要
」第

２
号
∥
写
真
∥
を
発
刊
し
た
。

今
号
は
「
創
立
１
３
０
年

記
念
式
典
・
祝
賀
会
の
記

録
」
を
は
じ
め
と
し
て
、「
戦

中
・
戦
後
の
専
修
大
学
を
語

る
」
座
談
会
、
研
究
論
文「
駒

井
重
格
の
軌
跡
」
な
ど
を
収

め
て
い
る
。

希
望
者
は
大
学
史
資
料
課

�
０３
（
３
２
６
５
）
５
８
７

９
ま
で
。

る－

　
　
　
都合により
写真は掲載
いたしません

　
　
　
都合により
写真は掲載
いたしません

　
　
　
都合により、本文および写真は掲載いたしません




